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前
ま え

書
が

き
◇この本

ほ ん

の構
こ う

成
せ い

問
もん

題
だい

 （本
ほん

冊
さつ

）　

＜文
ぶん

の文
ぶん

法
ぽう

１＞ 300 問
もん

：12 問
もん

× 25 回
かい

＜文
ぶん

の文
ぶん

法
ぽう

２＞ 75 問
もん

：5 問
もん

× 15 回
かい

＜文
ぶん

章
しょう

の文
ぶん

法
ぽう

＞ 50 問
もん

：1 問
もん

題
だい

（小
しょう

問
もん

5 問
もん

）× 10 回
かい

正
せい

解
かい

・解
かい

説
せつ

（別
べっ

冊
さつ

）

◇この本
ほ ん

の特
と く

徴
ちょう

と使
つ か

い方
か た

① 問
もん

題
だい

数
すう

が多
おお

い。

　新
あたら

しい「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

」を受
う

けるみなさんが N2 の「文
ぶん

法
ぽう

」をマスターするため

の練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

が数
かず

多
おお

く入
はい

っています。N2 までの文
ぶん

法
ぽう

項
こう

目
もく

が全
ぜん

部
ぶ

入
はい

っているのはもちろ

んですが、１つの項
こう

目
もく

が違
ちが

う問
もん

題
だい

で 2 度
ど

も 3 度
ど

も出
で

てきます。合
ごう

格
かく

への近
ちか

道
みち

は、とに

かく問
もん

題
だい

をたくさんやってみることです。この本
ほん

１冊
さつ

の勉
べん

強
きょう

で合
ごう

格
かく

をめざすことがで

きます。

② 回
かい

ごとに少
すこ

しずつ進
すす

むことができる。

　少
すこ

しずつ勉
べん

強
きょう

を進
すす

めることができるように、3つの問
もん

題
だい

がそれぞれ 10 回
かい

～25 回
かい

に

分
わけ

けてあります。どこから始
はじ

めても大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

ですが、1回
かい

ごとに、ページの右
みぎ

上
うえ

の得
とく

点
てん

欄
らん

に点
てん

数
すう

を書
か

き入
い

れて現
げん

在
ざい

の実
じつ

力
りょく

を測
はか

ってください。全
ぜん

部
ぶ

の回
かい

が終
お

わったら、第
だい

1 回
かい

に戻
もど

って、再
さい

チャレンジします。前
まえ

に間
ま

違
ちが

えた問
もん

題
だい

は、2 度
ど

とまちがえないようにす

ることが大
たい

切
せつ

です。

③ わかりやすい解
かい

説
せつ

がついている。

　別
べっ

冊
さつ

に正
せい

解
かい

と問
もん

題
だい

の解
かい

説
せつ

（ヒントや解
と

き方
かた

）があります。勉
べん

強
きょう

があまり好
す

きではな

い人
ひと

は、正
せい

解
かい

をチェックして、間
ま

違
ちが

えた問
もん

題
だい

だけ、その解
かい

説
せつ

を読
よ

んでみればいいでし

ょう。勉
べん

強
きょう

が好
す

きな人
ひと

は、正
せい

解
かい

できた問
もん

題
だい

でも、答
こた

えに自
じ

信
しん

がなかった問
もん

題
だい

は必
かなら

ず解
かい

説
せつ

の部
ぶ

分
ぶん

をゆっくりと、よく読
よ

んでください。解
かい

説
せつ

を読
よ

むことで実
じつ

力
りょく

が大
おお

いに向
こう

上
じょう

し

ます。
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④ 難
むずか

しい説
せつ

明
めい

には翻
ほん

訳
やく

がついている。

　別
べっ

冊
さつ

では、難
むずか

しい日
に

本
ほん

語
ご

の説
せつ

明
めい

に、英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

語
ご

の翻
ほん

訳
やく

がついていますか

ら、解
かい

説
せつ

が読
よ

みやすく、わかりやすくなっています。

◇Ｎ２「文
ぶ ん

法
ぽ う

」の勉
べ ん

強
きょう

のポイント

＜文
ぶん

の文
ぶん

法
ぽう

１＞

　空
くう

白
はく

の中
なか

に適
てき

当
とう

な言
こと

葉
ば

を選
せん

択
たく

肢
し

から選
えら

んで入
い

れます。空
くう

白
はく

に入
い

る言
こと

葉
ば

は、N2 レベル

の日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に欠
か

かせない機
き

能
のう

語
ご

類
るい

（表
ひょう

現
げん

文
ぶん

型
けい

）が中
ちゅう

心
しん

になりますが、どれも日
にち

常
じょう

よく使
つか

われる重
じゅう

要
よう

な表
ひょう

現
げん

ばかりですから、「文
ぶん

法
ぽう

」の分
ぶん

野
や

だけでなく ｢ 読
どっ

解
かい

｣ ｢ 聴
ちょう

解
かい

｣

の実
じつ

力
りょく

をつけるためにも、しっかりと勉
べん

強
きょう

してください。

＜文
ぶん

の文
ぶん

法
ぽう

２＞

　文
ぶん

を正
ただ

しく組
く

み立
た

てる新
あたら

しい形
けい

式
しき

の問
もん

題
だい

です。この問
もん

題
だい

でも、問
と

われるポイントは、

やはり機
き

能
のう

語
ご

の表
ひょう

現
げん

文
ぶん

型
けい

が中
ちゅう

心
しん

になります。しかし、機
き

能
のう

語
ご

の意
い

味
み

や使
つか

い方
かた

の知
ち

識
しき

だ

けでこの問
もん

題
だい

に正
ただ

しく答
こた

えることはできません。今
いま

まで勉
べん

強
きょう

した文
ぶん

法
ぽう

の規
き

則
そく

の全
ぜん

部
ぶ

を

カギにして文
ぶん

を組
く

み立
た

てる練
れん

習
しゅう

が必
ひつ

要
よう

です。なれないと少
すこ

し難
むずか

しいように感
かん

じるかも

しれませんが、パズルを解
と

くようなおもしろさもあります。練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

をたくさん解
と

い

ているうちにきっとこの問
もん

題
だい

が好
す

きになるでしょう。

＜文
ぶん

章
しょう

の文
ぶん

法
ぽう

＞

　まとまった文
ぶん

章
しょう

の中
なか

に空
くう

白
はく

があります。文
ぶん

章
しょう

の流
なが

れを理
り

解
かい

したうえで、意
い

味
み

的
てき

に合
あ

い、しかも文
ぶん

法
ぽう

的
てき

に適
てき

切
せつ

な言
こと

葉
ば

を選
えら

ぶ問
もん

題
だい

です。空
くう

白
はく

部
ぶ

に入
はい

るのは、助
じょ

詞
し

、接
せつ

続
ぞく

詞
し

、

機
き

能
のう

語
ご

類
るい

、文
ぶん

末
まつ

表
ひょう

現
げん

などの文
ぶん

法
ぽう

的
てき

なもののほかに、意
い

味
み

から考
かんが

えて文
ぶん

脈
みゃく

に合
あ

うような

語
ご

句
く

や文
ぶん

もあります。

この問
もん

題
だい

を解
と

くときは、まず、文
ぶん

章
しょう

全
ぜん

体
たい

の意
い

味
み

を考
かんが

えて、文
ぶん

章
しょう

の流
なが

れや進
すす

み方
かた

をつか

みます。次
つぎ

に、細
こま

かい部
ぶ

分
ぶん

に注
ちゅう

目
もく

して、文
ぶん

と文
ぶん

の関
かん

係
けい

を考
かんが

えながら、空
くう

白
はく

に入
はい

る言
こと

葉
ば

を選
せん

択
たく

肢
し

から選
えら

びます。これだけのことを短
みじか

い時
じ

間
かん

に行
おこな

うのは、簡
かん

単
たん

ではありません

から、練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

で、十
じゅう

分
ぶん

なトレーニングをすることが必
ひつ

要
よう

です。これは、読
どっ

解
かい

の練
れん

習
しゅう

もかねる大
たい

変
へん

良
よ

い勉
べん

強
きょう

になります。
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Preface
◇ Structure of this textbook

Questions (This Volume) 

<Sentential Grammar 1> 300 questions: 12 questions x 25 sessions

<Sentential Grammar 2> 75 questions: 5 questions x 15 sessions

<Text Grammar> 50 questions: 1 question (5 short questions) x 10 sessions

Answers/ explanation (Separate Volume)

◇ Characteristics and usages of this textbook

(1) There are many questions.

The book contains many practice questions for enabling students studying for the new Japanese 

Language Proficiency Test to master N2 “Grammar”. Not only does it include all grammar 

items up to N2, but the same item also appears 2 or even 3 times in different questions. The 

path to success is to attempt as many questions as possible. Studying with this book, you can 

set your sights on passing.

(2) It is possible to advance gradually in sections.

To enable you to progress little by little, the three sets of questions are divided into 10-25 

sessions. You can start anywhere, but you should gauge your current ability for each session by 

writing your score in the score section at the top right of the page. Once you have finished, go 

back to the beginning and start again. It is important that you ensure you don’t make the same 

mistakes again.

(3) Easily understandable explanations are included.

The separate volume contains answers and explanations of questions (hints and solutions). If 

you do not like studying much should check the correct answers and read the explanations for 

the questions you got wrong. If you like studying, you should carefully read the explanations 

for the questions you got right if you were unsure of the answer. Reading the explanations will 

greatly improve your understanding.
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(4) Translations are included for difficult parts.

The separate volume also includes English, Chinese and Korean translations of the Japanese 

explanations about difficult parts making the explanations easy to read and understand.

◇ Points in Studying N2 “Grammar”

< Sentential Grammar 1 >

Select the appropriate word from the options available and place it in the blank space. The 

words placed in the blank spaces are mainly functional words (expressions) essential for N2-

level learners of the Japanese language, and as they are important expressions commonly found 

in everyday use, they should also be studied to increase reading and listening skill.

< Sentential Grammar 2 >

These are new types of questions requiring the student to correctly assemble sentences. 

Expressions using functional words are also the main point in these questions. However, 

questions cannot be answered correctly simply based on knowledge of the meaning and usage 

of functional words. You must practice assembling sentences using all of the grammatical rules 

you have learned as the key. This may seem a little difficult at first, but is also kind of fun like 

solving a puzzle. You are sure to come to enjoy these questions in the process of solving lots of 

practice questions.

< Text Grammar >

There are blank spaces in large sections of text. These questions require the selection of 

grammatically correct words with the right meaning based on an understanding of the context. 

The blank spaces can be filled with grammatical items such as particles, conjunctions, 

functional words and suffix expressions, in addition to words and phrases that match the 

context based on their meaning.In order to solve these questions, you must consider the overall 

meaning of the text and follow the context and flow of sentences. Next, you should focus on the 

details and select the right words to insert into blank spaces by considering the relationships 

between sentences. As it is not easy to do this in a short period of time, you will need sufficient 

training using practice questions. This is also very useful study for practicing reading.
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序言

◇这本书的构成

练习题 （本册）

＜句子的文法１＞ 300 题 ：12 题 ×25 回

＜句子的文法２＞ 75 题 ：5 题 ×15 回

＜文章的文法＞ 50 题 ：1 题（小题 5 题）×10 回

正确答案・解説 （另册）

◇这本书的特征和用法

1 练习题多

为了使准备应试新“日本語能力試験”的学习者掌握 N2 的“文法”，本书收入了大量的

练习题。N2 的全部文法项目当然都收集其中，并且，对于一个项目，会出现两次，甚至

三次的提问练习。及格的近道，就是大量地做习题。只要学习这一本书，就能向合格的

目标挺进。

2 每回都能循序渐槁地向前进展

为了循序渐槁地向前发展，三个部分的练习题，各自分成 10 回～25 回。从哪儿做起都可

以，每一次，都可在当页的右上角的得分栏中填入分数，测试现在的能力。全部的习题

都做完后，可回到第一回，再次挑战。重要的是，上一次答错的问题不要再答错。

3 附有简而易懂的解说

在另册中有正确答案和练习题的解说（提示和解答方法）。如果你是不太喜欢学习的人，

你只要检查自己的答案是否正确，然后读一下答错的习题的解说就可以了。如果你是喜

欢学习的人，即使回答正确，如果自己对答案不是很确信的话，也请慢慢地仔细阅读解

说部分。如果能好好阅读解说，你的实力将会大大提高。

4 对比 难的解说，附有翻译文

在另册中，对比 难的解说，附有英文，中文和韩文的翻译，所以，解说容易读懂，容

易理解。
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◇ N2“文法”的学习要点

＜句子的文法 1 ＞

在选择项目中选择适当的词语填入空白处。在空白处填入的词语，主要是以 N2 水准的日

语学习者必须掌握的机能词类（表现文形）为中心的词语。每个词语都是日常多用的重

要表现，不仅仅是为了提高“文法”的领域实力，为了增强“阅读和理解” “听力和理解”

的实力，也请好好学习这部分。

＜句子的文法 2 ＞

为了能正确构成句子而推出的崭新形式的练习题。这些练习题的练习重点，当然也是以

机能词语的表现文形为中心的。但是，只知道机能词语的意思，用法，并不能保证就能

答对这些习题。有必要运用迄今为止学过的全部的文法规则，来练习句子的构成。还没

习惯的时候可能会感到有些难，但会有解谜一般的乐趣。随着能解答越来越多的习题，

你一定会喜欢这些习题的。

＜文章的文法＞

在一段文章中有数处空白。在理解文章的走势的前提下，选择符合文意，并且文法得当

的词语的练习题。在空白处填入的词语，除了助词，连词，机能词语，句子结尾的表现

之外，也有从文章意义上考虑，与文脉相符合的词语。

在解答这些练习题时，首先要考虑全文的意思，掌握文章的走势和展开方式。然后，注

意细小部分，一边考虑句子与句子的关系，一边从选项中选择空白处的词语。要在短暂

的时间内考虑这么多事，并不是那么容易的。

要正确解答习题，需要充分的练习。这对于“阅读和理解”的练习，也是非常好的学习。
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머 리 말

◇이 책의 구성

문제 ( 본책 ) 

< 문의 문법 1> 300 문제 : 12 문제 x 25 회

< 문의 문법 2> 75 문제 : 5 문제 x 15 회

< 문장의 문법 >50 문제 : 1 문제 ( 소문 5 문 ) x 10 회

정답 · 해설 ( 별책 )

◇이 책의 특징과 사용방법

1. 문제수가 많다 .

   새로운 「일본어능력시험」을 보시게 될 여러분이 N2 의 문법을 마스터할 수 있도록 연

습문제를 많이 넣었습니다 . N2 의 문법항목이 전부 들어가 있는 것은 물론이며 , 다른 문

제에서도 하나의 문법항목이 2 번이고 3 번이고 나옵니다 . 합격으로의 지름길은 , 무엇보

다도 문제를 많이 풀어보는 것입니다 . 이 책 한 권을 공부함으로써 합격을 이룰 수 있습

니다 . 

2. 회마다 조금씩 공부를 진행해 갈 수 있다 .

   조금씩 공부해 나갈 수 있도록 , 3 개의 문제가 각각 10 회 ~25 회로 나눠져 있습니다 . 

어디에서 시작해도 괜찮습니다만 , 1 회마다 , 페이지 오른쪽상단의 득점란에 점수를 기

입하여 현재의 실력을 측정해 보세요 . 모든 회가 끝나면 , 제 1 회로 돌아가 , 다시 도전해 

봅시다 . 전에 틀린 문제는 , 두 번 다시 틀리지 않는다는 것이 중요합니다 .   

    

3. 알기 쉬운 해설이 있다 .

   별책에 정답과 문제의 해설 ( 힌트와 푸는 방법 ) 이 있습니다 . 공부를 그다지 좋아하지 

않는 사람은 , 정답을 체크하고 , 틀린 문제만 그 해설을 읽어보면 좋을 것입니다 . 공부를 

좋아하는 사람은 , 정답을 맞춘 문제라도 답에 자신이 없는 문제는 반드시 해설부분을 충

분히 잘 읽어주세요 . 해설을 읽음으로써 실력은 크게 향상될 것입니다 . 

4. 어려운 설명에는 번역이 있다 .

   별책에는 , 어려운 일본어 설명에 영어 , 중국어 , 한국어의 번역이 있으므로 , 해설이 읽

기 쉽게 , 알기 쉽도록 되어 있습니다 .
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◇ N2「문법」의 공부 포인트

< 문의 문법 1>

 공백 안에 적당한 단어를 선택지에서 선택하여 넣습니다 . 공백에 들어가는 단어는 , N2

레벨의 일본어학습자에게 절대로 필요한 기능어류 ( 표현문형 ) 가 중심이 됩니다만 , 어

떠한 것도 일상에서 자주 사용되는 중요한 표현이므로 , 「문법」 분야뿐만 아니라 「독해」 

「청해」의 실력을 향상시키기 위해서도 , 확실히 공부해 주시기 바랍니다 .

< 문의 문법 2>

  문을 올바르게 짜맞추는 새로운 형식의 문제입니다 . 이 문제에서 언급되는 포인트 또한 

역시 기능어의 표현문형이 중심이 됩니다 . 그러나 기능어의 의미와 사용방법의 지식만

으로는 이 문제의 정답을 맞출 수 없습니다 . 지금까지 공부해온 문법의 규칙 전부를 열쇠

로 삼아 문을 짜맞추는 연습이 필요합니다 . 익숙해지지 않으면 어렵다고 느낄 수도 있습

니다만 , 퍼즐을 맞추는 것과 같은 즐거움도 있습니다 . 연습문제를 많이 풀어가는 과정에 

꼭 이 문제를 좋아하게 될 것입니다 .   

< 문장의 문법 >

  정리된 문장 안에 공백이 있습니다 . 문장의 흐름을 이해한 상태에서 , 의미상 적합하고 , 

문법적으로 적절한 단어를 선택하는 문제입니다 . 공백에 들어가는 것은 조사 , 접속사 , 

기능어류 , 문미표현 등의 문법적인 것 외에 , 의미상으로 생각했을 때 문맥에 맞을 것 같

은 어구와 문도 있습니다 .

  이 문제를 풀 때는 , 먼저 문제전체의 의미를 파악하고 문장의 흐름과 진행방법을 이해

해야 합니다 . 다음으로 세세한 부분을 주목하여 문과 문의 관계를 생각하면서 공백에 들

어갈 단어를 선택지에서 고릅니다 . 이러한 과정이 짧은 시간 내에 이루어져야 하기에 간

단하지는 않습니다 . 그러므로 연습문제로 충분히 트레이닝할 필요가 있습니다 . 이는 , 

독해연습도 함께 할 수 있는 좋은 공부가 될 것입니다 .   


